
本学食物専攻生の食品イメージの経年変化

一昭和61年度生と昭和45年度生の比較－

山　岸　恵美子

はじめに

食品のイメージは，食品の特性，生理的・心理

的欲求，食生活経験，教育程度，経済的・社会的

背景など，種々な要因によって形成され，食物の

嗜好や摂食行動を左右している。したがって，食

品イメージを客観的に測定し分析することは，食

生活指導上の基礎資料をう亭上に重要であると考

える。

食品イメージの測定法には，自由連想法（自

由記述法）やSD法（Semantic Differential

me比od）などあるが∴現在では，二敗にSp法「

が普及している。自由連想法では，荒井の≠給食

における嘩好度測定の研究〟1）2）Szczesniakの

“食品属性への消費者の関心の研究〝3）などがある。

著者も同法を用いて，昭和46年に本学食物専攻1，

2年生（以下，1年生を46年度生，2年生を45年

度生という）を対象に≠100種類の食品イメージ

と食品イメージの教育による影響〝4）5）及び“集団

給食学内実習時のイメージについて〝6）また，昭

和49年に，食物専攻生の両親を対象として“食品

イメージと性別との関係〝7）を調査検討し，その

結果を報告した。

今回は，昭和45年度生の調査資料をもとにして，

昭和61年度食物専攻入学生（2年生，以下，61年

度生という）の食品イメージ調査を行い，食品イ

メージが16年経過により，いかように変化したか

を把撞して，食生活指導上の指針にしようとする

ものである。

調査方法

対象：昭和61年4月本学入学家政学科食物専攻

女子学生　40名

時期：昭和62年6月中旬の任意の3日間。対象

学生は，前述のとおり入学後1年を経過している。

方法：45年度生と同一である。すなわち，自由

連想法で，被連想食品（以下，剣戟語という）は

100種類である。1刺敬語についての連想は，1

分間を限度として患い？く語（以下，反応語とい

う）3つ（以下，反応語1，2，3という）を詞

＿＿挙用鱒に記冬草せた01分間に思いつく語がない

場合には無記入とし，これを無回答とした。調査

は1日33～34語ずつ3日間実施した。100種類の

刺戟語に対する全反応語数は，無回答を含めると

12000語になる。

得られた反応語は，荒井の分類法1）2）を参考に

して著者が作成した分類法（表1）に従って分叛

整理し，同条件の45年度生の調査結果と比較検討

した。解析は，百分率，∬2検定，比率の検定を

用いた。

結果と考察

1．反応語の分類別割合の分布状況

61年度生の反応語の分類別比率を，45年度生と

比較して示すと，表2（大区分）と表3（小区分）

のとおりである。大区分された反応語率の分布状

況について，両年度生の間に有意差があるか否か

を∬2法により検討すると，塊，（0．01）＝23．2＜鶉

＝176．4で著しく有意になる。また，分類項目ごと
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蓑1反　応　語　の　分　類：法

調理牲・調理食品

加工食品

d　食　べ　る　時　機

ぽんに対するパター

しょうゆに対する大豆

さつまいもに対するふかす，豚肉に対する　カレーライス，

大豆に対する　とうふ

あさくさのり　に対する遠足

ピーマンに対する線

にんにく　に対する　くさい

レモソに対するすっぱい

ごまに対する　こおはしい

きゅうり　に対する新鮮

とろろいも　に対するぬめり（ぬるぬる）

ちくわに対する穴

a　好き・おいしい

かわいい

b　嫌い・まずい

きもちわるい
C　そ　　　の　　　他

いちごに対する好き（おいしい）

さくらんぼに対するかわいい

にんにく　に対する　きらい（まずい）

うなぎに対する　きもちわるい

a　栄　　養・保　　健I D－a

衛　　　　　　　生I D－b

にんじんに対する　カPチソ

ヨーグルト　に対する整腸

かまぼこ　に対する漂白

ひじきに対する海草

いかに対する　たこ

パセリ　に対する洋食

しょうゆに対する　キッコマソ

あじに対するぜいご

あぶらあげに対する　きつね

ぶどう　に対する　甲府

さんまに対する秋

豚肉に対する140円

さとう　に対する10g

スパゲッティ　に対する　フォーク
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本学食物専攻生の食品イメージの経年変化

表2　分頬別反応語の割合（大区分）　　　　　　　　　　　　　単位％

表3　分類別反応語の割合（小区分）　　　　　　　　　　　　　単位％

・鎧 ���ﾆ�6v&ﾄ��ﾄ2����ﾆB�B－a �8�ﾆ(6v4�(�ﾆHｹ�Y���ﾆh6vxｺy?���僂－atC－b �8�ﾄ2�

61 45 塗�Cb�x�CR�串喜 ���3B���C��4．6 5．6 假冽��(�N+2�1．3 1．8 ��x�蓼爾�出≡ ���C"���C��

重苦詣讐 ��h�hｹ�ﾈ�h�b���b�湯　＊ ��fﾈ�fﾈ�h�h6vﾈ�h�hｹ��hｹ��b�剳°衰� 况ｲ�

注：①　器☆印は1％有意，＊印は5％有意，無印は有意でない，一印は検定せず

◎　Qは4捨5人すると0になる数値

の比率も危険率1％または5％で両年度生間すべ

て有意で，16年経過によるイメージの変化が認め

られる。つぎに分塀別に考察する。

（1）調理献立上の用途

反応語率は43．5％で，分析別反応語率中では最

も高く，しかも，45年度生の41．7％よりも1．8％

有意に高率である。本項日中では大部分が調理法

・調理食品・加工食品の項目で，イメージとの結

びつきが強く，45年度生と同様の傾向を示す。組

合せ食品，材軋　食べる時磯の項目は1．4－6．6％

で，調理法などの項目よりもかなり低率であるが，

比率は両年度生で差がある。また，反応語の種類

も後述するように，時代の特徴が現れているもの

がある。

（2）食品の属性

全反応語の12．8％で，調理献立上の用途につい

で比率は高いが，45年度生の14．2％に比校すると

低率である。本項日中では色の反応語が4．6％で

最も多く，色が食品の選択，献立調理，喫食時な

どに与える影響は大きい。味，外見などの反応語

は2．7％以下で，色の反応語よりもイメージとの

療びつきは少ない。この債向は45年度生と同様で

ある。

（3）個人的嗜好

食品に対する「好き」「嫌い」などの感情は1．9

％で45年度生の1．3％よりも高く，飽食時代にお

ける嗜好への関心の深茂りが認められる。

（4）栄養・保健・衛生

栄養・保健の反応語は7．7％で45年度生の5．5％

よりも2．2％有意に高く，調理法などの項目につ

いで45年度生との間に差がある。高令化社会にお

ける健康問題が，あらゆるマスメディアでとりあ

げている社会環境下のためであると考える。しか

し，衛生の反応語は0．8％で45年度生の1．2％より

も低率であり，食品添加物や農薬による食品汚染，

プラスチック食券の使用是非など，食品公害にま

つわる諸問題が消費者間でとり上げられている割

合にはイメージがうすい。45年度生の頃は人工甘

味料としてのチクロの毒性が社会を風廃しており，

これが粉末ジュースに対するチクロの反応語にで
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て，本項目の比率を増加させていた。

（引　食品分類・食物のタイプ・商品名

本項目は8．9％で45年度生の7．6％よりも高率．で

あるが，食品分叛に関するものが大部分をしめて

いることは両年度生で変りない。

（6）食品部位・動物名

反応語の比率は4．2％で，前項目と同様に45年

度生の3．2％よりも高率である。しかし，食品部

位名よりも動物名の方が約2倍であるのは両年度

生で一致している。

（7）地区性・季節性

本項目は7．3％で45年度生の8．9％よりも低率で

ある。食品の流通横棒の発達やバイオテクノロジ

ー技術の進歩，円高による輸入食品の価格低下な

どが，多種叛の食品を季節を問わず市場に供給し，

本項目のイメージを低下させたと考える。季節性

よりも地区性の方が45年度生との差が大きい。

（8）価格・数量

1年間の専門教育を受けた学生であるが，本項

目のイメージは1．3％で非常に低い。この債向は

45年度生と同様である。

（9）調理配食用境界

反応語率は0．9％で，45年度生の約半分である。

他項目のイメージの方が強いためである。

個　その他

比率は2．1％で，45年度生よりも低率である。

（11）無回答

100種類の刺戟語に対する無回答の比率は8．6％

で，45年度生の9．9％よりも1．3％減少している。

この差は，45年度生と46年度生との差の7．8％よ

りも著しく少なく，1年間の専門教育などがイメ

ージを豊富にしていることがわかる。

2．分類別反応語の経時的変化

初めにイメージとして現れる反応語と，遅くイ

メージにでてくる反応語を45年度生と比較するた

め了分類別に反応語1の数を基準にして，反応語

2及び反応語3の数の反応語ユの数に対する比率
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A B C D

ユ．4 巴�

1．3 1．2 1．1 1．P 0．9 0．8 0．7 0．6 超 排�

1　2　3　　　1　2　3　　　1　2　3　　　1　2　3 

（）外は61年度生の反応語1の数、（）内は45年度生の
反応語1の数

図1反応語の経時的変化

を求めると，図1のとおりになる。図から，両年

度生の分類別反応語の経時的変化の債向を考察す

ると，その類似性は，45年度生と46年度生の間よ

りも大きい4）。
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表4　反応語数の多い食品

（多いものから3′、ノ4位までを示す）

61年度生

刺　敬　語髄

45年度生

剰　敬　語

ぽ　　　　　ん

スパゲッティ

日　　　　　放

緑　　　　茶

マ　ヨ　ネ　ー　ズ

み　　　　　そ

サ　イ　ダ　ー

天然ジュース

ぽ　　　　　ん

スパゲッティ

なっとう・コー
ヒー

と　ろ　ろ　い　も

マ　ヨ　ネ　ー　ズ

天然ジュース

ヨ　ー　グルト

み　　　　　そ

A－C ���あ　　ず　　き 涛2�あ　　ず　　き 涛��

2 �+���*(��+���/��83 �+�*(+��Y�ﾈ�R�7���5ｨ8｢�67 

3 �*�����,�����/��78． �+(������������-ﾂ�66 

4 �+h��.���*ｨ*(��.��76 �-�*ﾘ+8*(�X+�*"�+�/��65 

A－d ���"�2�B�くじら肉 コーヒー．・ なっ．とう あさくさのり・ ソーセージ ����な　っ　と．う ��R�

16 �-ｸ����������/��12 

12 �5�4ﾈ8���7���8ｸ4��10 

9 假��X7(�ｸ8ｲ�8 

し　ょ　う　ゆ

さ　と　い　も

と　ろ　ろ　い　も

と　　り　　肉

とうふ・こんに
ゃく

な　っ　と　う

れ　ん　こ　ん

ち　　く　　わ

ビ　　ー　　ル

サ　イ　ダ　ー

れ　ん　こ　ん

も　　く　　まっ

さく　らえび・
な　っ　と　う
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注：B－d，B－e，E－b，E－C，H－bは語数

が少ないので略す

最も類似性のある項目は調理献立上の用途であ

り，若干異なる項目は，食品分類・食物のタイプ

・商品名と食品部位・動物名及び価格・数量であ

る。また，両年度生ともイメージに早く現れる反

応語は，調理献立上の用途，食品の属性，個人的

噂好，栄養・保健・衛生，食品分類・食物のタイ

プ・商品名，地区性・季節性，価格・数量であり，

道に，イメージに遅くでてくる反応語は，食品部

位・動物名，調理配食用横幕及びその他で一括さ

れる項目と無回答である。イメージに遅く現れる

反応語は，日常生活において学生の関心がうすい

項目であるといえる。

3．反応語数の多い剣戟語

反応語数の多い剣戟語を分類別に調査し，上位

3～4位迄示すと蓑4のとおりである。

（1）調理献立上の用途

①■　組合せ食品

本項目の反応語数が多い刺戟語の上位1，2位

は，45年度生と同様，ばんとスパゲッティで，主

な反応語の種頬もぽんでは「バター（マーガリソ）」

「牛乳」スパゲッティでは「ミートソース」「ケチ

ャップ」で一致しており，経年による変化を認め

ない。しかし，3，4位の刺戟語は両年度生で異

なり，61年度生では自飯・緑茶で，主反応語は白

坂では「みそ汁」「漬物」線茶では「和菓子」「漬

物」などの和食をあげているが，45年度生ではコ

ーヒーの刺戟語が3位にある。なお，61年度生で

は3位迄の剣戟語がすべて主食（一般的呼称）で，

60

鼠合せ食品のイメージは喫食頻度の高い主食との

かかわりが強い。

㊤　材料

反応語数の1位は45年度生と同様にマヨネーズ

であるが，その反応語数は61年度生の方が11語多

く，使用頻度の増加が推察される。主反応語は

「卵」「サラダ油（油）」「酢」が一致している。ま

た，みそと天然ジュースの刺戟語も45年度生と同

様4位迄にあるが，反応語数には差がある。しか

し，主反応語は，みそでは「大豆」天然ジュース

では「オレソジ」「みかん」「りんご」で，両年度

生殆ど変りない。61年度生3位のサイダーは「炭

酸」の反応語が25％で最も多い。

③　調理法・調理食品・加工食品

45年度生と同様，あずきの刺戟語が反応語数1

位で，主反応語も「あん」「赤飯」「おしるこ」な

どが一致しているが比率には差がある。61年度生

では「あん」の比率が増加し「赤飯」の比率が減

少している。「あん」の反応語率が増加したのは，

前年の秋の文化祭に名物の六鈴まんじゅう（文化

祭名を六鈴条という）を数多くつくり来校者に販

売していたことが，赤飯の喫食率の低下によって

イメージアップしたのではないかと考える。だい

こんに対する反応語は「大根下し」「おでん」「煮

物」「たくあん」などが45年度生と同一であるが

「たくわん」の反応語率は，45年度生の10％から

5％に減少し，食嗜好の変化と減塩運動などによ

る奥食率の低下が推察される。また，かつをの主

反応語は「けづりぶし（かっをぶし）」「たたき」

「だし」など，じゃがいもでは「サラダ」「こふ

きいも」「カレーライス」などが45年度生と一致

している。じゃがいもに対する「ポテトチッ　プ

ス（フライドポテト）」の反応語は45年度生3％

に対し，61年度生では17％の高率で，これらのス

ナック菓子が現代の若者に大変好まれていること

がわかる。45年度生の4位迄忙ある大豆・酢・パ

セリ・ごま・はくさいの刺戟語は，表示してない

が61年度生でも反応語数は多い。すなわち，大豆
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71語，酢51語，パセリ58語，ごま64鼠　はくさい

69語である。なお，とり肉の主反応語は，45年度

生では「親子井」であったが，61年度生では「か

らあげ」「フライドチキソ」などの油料理で，食

噂好の変化が認められる。

④　食べる時磯

この区分に属する剣戟語の反応語数は少なく，

しかも，4位迄の剣戟語の種塀は異なっている。

なっとうの主反応語は45年度生と同様に「朝」ま

たは「朝食」であり，また，あさくさのりも「朝

食」のイメージをもっている。61年度生1位の剣

戟語であるくじら肉は「給食」の反応語が20％で，

学校給食とのかかわりが強いが，45年度生ではこ

の反応語が4％にすぎない。逆に，スキムミルク

は「給食」のイメージが45年度生8％に対して61

年度生では全くなく，経済状況などによる食生活

の変化が現れている。

（2）食品の属性

①　色

色のイメージが強い刺戟語は，45年度生と同様

に線と赤の色彩をもっている食品である。ピーマ

ソの「轟」さくらえび・トマトの「赤」が両年度

生で一致している。61年度生でほ，牛乳の「白」

の反応語が4位にあり，学生の飲畳の増加が推察

される。ほうれん草に対する線の反応語は，45年

度生18％に対して61年度生では4％で著しく減少

している。現在は線色をした中国バクチョイやチ

ソゲソツァイなどの葉菜類が長期聞出廻っている

た馴こ，ほうれん草の線色のイメージは低下した

と考える。61年度生では色よりも食物（おひた

し）の方がイメージにでている。なお，表示して

ないが，にんじんに対する「赤」の反応語は，両

年度生で1％の差にすぎない。

㊥　香（臭）

にんにくとセロリーの剣戟語が45年度生と同様

に「くさい」イメージが強い。また，45年度生に

9％ある，しいたけに対する「香り」の反応語は

61年度生には全くなく，香りの少ない生しいたけ

の安価で豊富な出廻りが輿食頻度を増し，イメー

ジを変化させている。

①　味

さとう・レモソの刺戟語が45年度生と同様に反

応語数1，2位で，主反応語はさとうでは「甘

い」レモソでは「すっぱい」である。また，しょ

うゆ・塩（61年度生13語）の「しょっぱい」も両

年度生で一致している。その他，61年度生では，

酢・天然ジュースの「すっぱい」コーヒー・ビー

ルの「にがい」が反応語数多く，日常よく飲用し

ていることが推察される。

④　音ぎわり

さといも・とろろいもの刺戟語が45年度生と同

様1，2位で，主反応語は何れも「ぬめり（ぬる

ぬる）」である。また，61年度生の4位迄にある

くじら肉は「かたい」かずのこは「つぶつぶ」

「プチプチ」こんぶは「ぬるぬる」サイダーは

「さわやか」の反応語である。45年度生に6％あ

った，とり肉に対する「やわらかい」の反応語は

61年度生には全くなく，老人食や病人食との結び

つきは弱い。

①　外見

反応語数は異なるが，なっとう・れんこん・ち

くわの刺戟語が両年度生で4位迄にある。主反応

語はなっとうでは「ねはり」れんこん・ちくわで

は「穴」である。なお，61年度生ではピールの反

応語数が増し，飲量の増加が推察される。主反応

語は「泡」である。

（3）個人的嗜好

（∋　好き・おいしい・かわいい

さくらんぼの刺戟語が1位で，主反応語は「か

わいい」であることは45年度生と同様である。か

わいいイメージを象徴する料理に使用すると効果

がある。61年度生で2，3位の剣戟語である梨と

自飯は45年度生と異なるが，反応語数は少なく，

その種類は，梨では「おいしい」白飯では「好

き」「おいしい」である。

（参　きらい・まずい・きもちまっるい
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45年度生と同様に1位がレバーの刺戟語で，

反応語は「きらい」「きもち悪い」などであり，

レバー料理の普及の困難さが何時の時代にも認

められる。その他，悪いイメージをもつ反応語

には，かき（只）の「不気味」ハムの「きらい」

「まずい」粉末ジュースの「まずい」などがあ

る。

（4）栄養・保健・衛生

①　栄養・保健

反応語数1位は，45年度生では線黄色野菜のほ

うれん草であったが，61年度生では調味料の塩で，

反応語数は45年度生のほうれん草よりも8語多く，

反応語には「高血圧」「減塩」「脳卒中」「1日10g

以下」など，健康を志向とする現代人の食生活上

の諸問題が浮彫しており，45年度生の「漬物」

「しょっぱい」「白」の反応語とは異なっている。

しかし，4位迄の刺戟語である，ほうれん草・た

まねぎ・梨の反応語は両年度生で大差なく，その

種類は，ほうれん草では「カロチソ」「Ⅴ．AJ「鉄」

たまねぎでは「涙」「目がしみる」梨では「水分」が

45年度生と一致している。にんじんの反応語率は，

表示してないが45年度生よりもユ0％多く，塩の刺

戟語と共に本項目の反応語率を高めている。にん

じんの反応語は「カロチソ」「Ⅴ．A」で45年度生

と変りない。その他　61年度生のこんにゃくは

「美容食」「ヘルシー」「ノーカロリー」天然ジュ

ースは「健康的」「ピタミソ」が主反応語である。

なお，45年度生に4％あった自飯に対する「Ⅴ．

Bl不足」の反応語は，61年度生では1語もなく，

時代の変容が認められる。

④　衛生

粉末ジュースが1位であるが，反応語数は45年

度生よりも19語少なく，使用頻度の低下が推察さ

れる。また，反応語の種類も前述の人工甘味料で

ある「チクロ」が消失して「（合成）着色料」に

なっている。かまぼこの反応語数は45年度生の2

分の1に減少しているが，主反応語は「着色」

「防腐剤」などで変りない。その他，ハムの反応
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語は「発色剤」「添加物」さばは「くさり易い」

「足が早い」じゃがいもは「ソラニソ」で，45年

度生と殆ど同じである。

（5）食品分類・食物のタイプ・商品名

①　食品分類（一般分類・塀似食品）

酒に対する反応語が55語で，45年度生の11語よ

りはるかに多く，その反応語には「日本酒」「ア

ルコール」「ビール」「ウイスキー」など種々なア

ルコール飲料があげられ，身近な飲物に位置づけ

られている。梨の主反応語は「20世紀」植物油は

「サラダ油」が両年度生同一である。ぶどうの反

応語は，45年度生では「マスカット」6％，「デ

ラウエア」5％で，「巨峰」は3％にすぎなかっ

たが，61年度生では「巨峰」が13％で，ぶどうの

種病中では最も多く，豊かな時代が思われる。ま

た，ヨーグルトも反応語数が多く，喫食頻度の増

加が認められる。主反応語は「プレーソ」「乳製

品」である。

㊤　食物のタイプ

反応語数が少ないために表示してないが，かず

のこ9語，かまぼこ5語で，何れも主反応語は

「おせち料理」である。その他，しょうゆ「日本

食」5語，にんにく「中華料理」6語で，その反

応語は和食が多いが，45年度生では，にんにく

「中華料理」13語，セロリー「洋食」7語，パセ

リ「洋食」4語で若干異なっている。

④　商品名

表示してないが，サイダーの刺戟語が反応語数

14語で，45年度生よりも9語多いが，マヨネーズ

は10語で大差ない。主反応語は両年度生とも，サ

イダーでは「三つ矢」マヨネーズでは「キューピ

ー」である。その他，ちくわの剣戟語は主反応語

が「ピタミソちくわ」7吾，ソーセージは「丸

大」3語，ビールは「キリソ」3語になっている。

商品名の種塀は，学生の食品の選択と喫食（飲）

頻度に関係していると考える。

（6）食品部位・動物名

①　食品部位
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4位迄の刺戟語は，にしんのみ45年度生と一致

し，主反応語は「骨」である。にしんに対する

「かずのこ」の反応語軋　45年度生の8％から2

％に減少し，魚はなれが現れている。また，61年

度生では，とり肉の反応語が「ささみ」柿・ぶど

うが「種子」りんごが「密」である。45年度生に

16％の高率でみられた，あじに対する「ぜいご」

の反応語は，前報4）では1年間の専門教育効果を

裏付けていたが，61年度生ではこの反応語が1語

もない。あじの価格上昇や食噂好の変化などで学

内外における下処理調理の機会が減少したと考え

るが，専門性を養う上からすると「ぜいご」の反

応語の出現を期待する。

㊤　動物名

架空な動物も含む。表示してないが，たまねぎ

に対する「黒柳徹子」さんまに対する「明石家さ

んま」各7語，ちくわに対する「LL丸」4語，

ほうれん草に対する「ポパイ」11語（45年度生に

もある）など，情報化時代におけるマスメディア

の影響が反応語に多く出現している。その他，牛

乳・バターの「牛」きゃべつの「青虫」あぶらあ

げの「きつね」にんじんの「馬」「兎」にぼしの

「猫」が両年度生で一致している。

（7）地区性・季節性

①　地区性

4位迄の刺戟語はコ∵ヒ一・こんぶを除くと45

年度生と同一で，主反応語もそばでは「信州（長

野）」「戸隠」バナナでは「台湾」「南国」「フイリ

ッピソ」りんごでは「信州（長野）」スパゲッテ

ィでは「イタリア」で変りない。地区性の反応語

はその食品の生産地や時代の食料流通機構をあら

わしている。

㊥　季節性

45年度生1位のさんまに代りみかんが1位であ

るが，主反応語は「こたつ」「冬」で両年度生変

りない。しかし，「こたつ」の比率は45年度生4

％に対して61年度生では18％の高率で，冬期の生

活状況は，61年度生の方が「こたつ」と「みか

ん」の結びつきが強い。さんまの刺戟語は45年度

生よりも11語少なく，「秋」の反応語も45年度生

の26％から14％に減少し，魚ばなれと流通機構の

発達などによる季節感の稀薄化が認められる。そ

の他，61年度生に4位迄の剣戟語であるたけのこ

は，反応語が「春」「旬」かずのこは「正月」柿

は「秋」で，反応語の種塀は何れも45年度生と変

りない。

（8）価格・数量

①　価格

45年度生と同様に，かずのこ・牛肉・うなぎが

「高価」なイメージをもっているが，61年度生，

4位の刺戟語である，くじら肉も「高価」なイメ

ージがある。「安価」なイメージのもやしは，反

応語が45年度生と1％の差にすぎない。価格の反

応語は前報4）と同様に，高価な食品の方がイメー

ジにでている。

㊤　数量

数量の反応語は非常に少く，その種類は酒では

「特級」「1級」「2級」8諷　いかでは「10本」

3語で，45年度生の牛乳「180～200cc」鶏卵「50

g」砂糖「10g」とは異なっている。

（9）調理配食用機器

この区分の反応語数は45年度生よりもかなり少

なく，1位の剣戟語であるごま・線茶でも9語で

ある。主反応語は線茶では「茶碗」酒では「盃」

「とっくり」が45年度生と一致している。なお，

61年度生では，ごまは「すり鉢」「フライパソ」

かき（貝）は「鍋」ビールは「ジョッキ」とろろ

いもは「すり鉢」白飯は「釜」になっている。

個　無回答

反応語に無記入の多い刺戟語は，ユ位酢油ソー

ス（51．7％），2位ささげ（35．8％），3位にしん

（30．8％），4位スキムミルク（24．2％），5位凍ど

うふ・さば（各23．3％）であるが，45年度生では酢

油ソース（38．3％），さやえんどう（20．8％），さく

らえび・にしん（各20．0％），はくさい（19．2％），

かっを・さんま（各18．3％）になっている。酢油
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蓑5　各刺戟語の主なる反応語（多いものから4位まで示す）

61年度生の反応語

1　位l2　　位l3　　位l4

45年度生の反応語

単位％

2　　位l3　　位

ぽ　　　ん 粉引食はん車ヤム6l5脛彗 牛乳10lトースト

∴、仁∴－／ 塩分　6l68 臭蓋い用おひたし61にもの5

みそ車ん白質12】
納豆7・豆
7・しょう

ゆ7

4　レミ　タ　ー 牛乳　91脂肪　8 6011はん13 牛乳　91脂肪　8

きゃべつ 線切。22巨ラダ11 青虫中合せ8

】違欝の盟蓋藻蓋 輔むすび車し13
目が痛い7 52日涙車レ‾璃あまい8

81かずのこ日　高価　211正月　20【黄 正月181黄　111にしん7143

あく　91せんい

きつね11
とうふ11

油っぽい4l36
いなりア去lきっね車そ汁91とうふ8

小んまl摩下し頭塩焼き8軒家さ磨管ゆ芸
細長い引52

12トっを】巨を節車たき→きしみ車し たたき51大きい3

13巨マソ∈1線（青）中身なし車ト10；線艶野習56】1線

141レ　バ　ーIl　鉄分131貧血　81肝臓　7

151も　や　しIl　安価10 61細長い5

16恒うり �5H8�5�#"�凍物14 �-ﾘ�H+ｸ����夏　　7 鼎��サラダ20 �H������凍物　7 �h.�-ﾓb�59 

可主よぅⅥぁまい24 刮ﾙ子　ユ1 俘(4ｨ8ﾘ8ｨ�ｲ�������白　7 コーヒー7 鼎2�あまい24 �5(�ｸ7��ｳ���自　　9 ���.塘鼎��

1車らえびIt赤20 凾ﾄんぷら5 カルシウム 　5 �*慰H-ﾘ.(*ｲ�H�X抦+8*"�H�X､3B�高価　3 鉄R�赤　15 傅ﾈ+8*#��+x*(.�,ﾃ��てんぷら8 �+x+SVﾃSB�

あまい5
冬　　5

赤　　6l56

空言け摘‖引72
漬物　8

白　　8

64

襲



本学食物専攻生の食品イメージの経年変化

番 号 俶���ｵ���ﾎ｢�61年度生の反応語 劔鼎YD�7��h,ﾉKﾘ呵ﾎ｢�

1可2　位巨　位14　位膳 劔��肩ｹ���肩ｹ����#H���(鄧9��

23 �+�*ﾘ.ﾖ｢�穴17 おでん17 豫x廩ﾝX,ﾈﾗ舒ﾈｮﾈｸ��汎ﾈｭｳB�41 �*�,X/��b�あな車もの8 剴ﾅ措喜巨 

24 �,h.ｸ.ｸ*(.��かゆい12 綿,ｨ-��#���ごほん8 �*ｸ+X-ﾓR�64 �+(-�/���ぬめ。串詳言 剋Rかけ6 のり　6 鉄r�

25 �*(��������*��きしみ1日　8 凾ﾄんぷら6 �+x.�-��ﾝX.���R�60 �,H/�-X.s���さしみ9 �+x.�-��丸くなる3 やきいか3 田��

26 �-H+ﾘ,�*ﾒ�脂肪10 傲I?x����カレーライ ス　7 �,h/�*�ﾘ鍈�冩ｹ�s���三レーラ恒　8 凾ｩつ　7 田b�

27 �,�/�,�*ﾒ�くさい27 �*ﾈ.X*H+C��6�8�4ﾈ8X8������中撃料理4 焼肉4 香辛料4 佗ﾈ8ﾈ�ｸ8仞���*ﾘ+8*##R�中華槻8巨ざ再鮮酎 剴SB�

28 �+(������-ﾂ�油　17 �*x,ﾘ*ﾉ(h,ﾔﾅ���+(-ﾈ*�*cS�c2��+(-ﾈ*�*i(c����+(-ﾈ冂��赤飯7t59 

29 �,�,���,h��*B�ねはり21 ��Y:H棈*ﾃ����*�������50 ��Y:C�2�ねぎ11 】卵なっとう 11 倩S�ﾜI�ヲ�鼎b�

30 �6x��7ﾘ��6r�赤司サラダ161夏12 劍5x8X�ｸ5逸B���H���b�夏141ケ三三議 刄Wュース6 �3��

31 僮(��M�ﾂ�みそ汁15 ��)Z���r�ぉにぎ。51主食4 �69 �&x*�*#��みそ汁7卜誤電 凾ｿ雷真ん中 

32 �+�/�,�.�*ﾒ�おでん18 �6�ﾈ,�+S�2�にもの愚書きざ �50 �*x,X/��免6�ﾈ,�+S�2��+X.x+ﾘ*ｳr�*(.���r�ぐにゃぐに ゃ　5 鼎��

33 �,h��*H��-2�やっと車そ汁14 剔蜩､12 僮(����+ﾘ/�齪���42 �.(,�+��R�大豆11 みそ汁11 �.(-ﾈ,�+�*唐�I(����たん白質7 鼎��

34 ��ﾈ��(3������和菓子12憧喜 凾ｿゃわん4醸す矩 劍u��T3�&y�8團��逎b�凾ｿゃまっん5 溝物5 田B�

35 �6�����������8��ロース′ヽム 11・サソド ウィッチ11 �6�8�4x6(4��������肉5・サラ ダ5▼添加 物5 �=���B�7ｸ5ﾈ8ﾈ5�6��8���B�46 �5H5ﾈ6�4X4"�6(6��2�ソーセージ 　7 肉　7 �5H8�5�6x8�4x68ﾋ��田"�

36 �5ｨ��8ﾘ8ｨ���ｲ�サラダ17 �*ﾘ+8*#�2�せんい8 �7ﾘ8�6ﾈ�ｸ5������b�56 �*ﾘ+8*#�b�サラダ中晒8 刄}ヨネ‾綽 

37 �5i�(5x8X�ｲ�5��果汁100％ 　18 �4�8ﾈ5ﾈ棈,�*唐��.�/�+#R�59 �-ﾘ*�/��ﾈ�(ﾔ杏ﾈ6x5xﾋ��剞V鮮4t67 

38 �*���*ｸ�侈��｢�フライ　24 丶8��b�>x��b�ﾔﾉ8sb�不気味5 �>y{�ﾓB�49 �7H8�43��>y{�ﾘ鋹8y(h詹>sr�剴c"�

39 �+���/���-B�だし　23 �+�-H-ﾈ*ｳ����8��r�丶8��R�､9�CR�49 丶8���b�だし15l加9 凾ｱぶまき7 鉄2�

40 �+h.�*ｨ*(.��芸…翔サラダ13 刄¥ラニソ7 カレーライ ス　7 �+�-8*ｸ*(.�b�?x+h.�*｣b�fｸ､9;澱�38 �+�-8*ｸ*(.�������サラダ9 冉ｸ､9;�(h耳8册��田r�

41 �5(��耳�X7���耳爾�にがい中エイ車ルク8 劍+8,h*Cb�66 �+8,h*C�2�ｶ�(95��2�ミルク8 �,�*ｨ*#h6x7cB�鉄b�

42 �6����ｸ��5��牛乳11 �785Y(iViV舒ﾂ�从ﾘ��B�-ｸ/�B�63 从ﾙ?ｳ�B���ﾂ�雪印5 サソドウィ ッチ　5 �,ｸ+�-ﾓ2�ｸﾘ��2�*�*(+X*#2�くさい2 田R�
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61年度生の反応語

2　　位l3　　位14

45年度生の反応語

451に　ぽ　Ll」だし　21 みそ汁ユ9lカルシウ尋ねこ だし　171ねこ　9

ソーセージ サラダ6

弁当　6

うどんll冬
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五目可竹や司春
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番 �6xﾈ�ﾎ｢�61年度生の反応語 劔鼎YD�7��h,ﾉKﾘ呵ﾎ｢�

号 �1　位 �(��絹ﾃ8���#H��絹ﾉV�9��剴���犬�2　　位 �8���#H��犬�店犬�決屬�

67 �ﾈ��y��r�目玉やき18 凉�.(*ｹ(h8ﾈ63���.H,Yy�b�52 凉�.(*ｸ8c2�ゆで卵8 冦ｨｼｨ.(*ｳr��(+�.ﾘ,h.ビ�オムレツ4 白　4 茶碗むし4 鉄2�

68 �6���6���6��さる13憧… 剴�早@6 �7H488ｨ6(72�5ﾈ����R�60 ��I���R�南国13 ��������さる　3 田��

69 �-��ﾈ+h��*ｲ�につけ20 �59Z｣�b�黒　13 丶9�H����43 �'(*�+�8c��カルシウム 　7 いために．7 ���,�*���ｸ,x+xｮﾂ�鉄2�

70 �*ﾘ��+h.y?r�給食　20 俘(廁��b�かたい5 兢�ﾈｽh鈬B�ｬｨｶﾃB�61 凭)8�����赤　71詰ま 剏戟@　3 都2�

71 �*H��,���*ﾂ�かばやき25 �7冽�����高価　7 �H����R�54 俔�.(*ｳ#��土用　8 �*8,�,x/�y�.h*Hｮﾂ�鉄B�

72 �*���+���*ｲ�あん　32 ��IM��"�‾　しるこ9 �-ﾈ/�+h.8*B���B���攪��B�39 ��IM����あん18 �*�,ﾘ*ﾃ��まんじゆう6 あんみつ6 しるこ6 �3r�
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75 ��ﾂ�すっぱい15 酢の物15 �+x+S���ドレッシソ グ4・身体 曹こいい4 佶(ﾔ�"�+)j�{�"�48 �+x+S���酢の物16 倅�I�ﾃ��すっぱい6 鉄��
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77 �+8��,h*(.��にもの28 ��,ｨ-��##B�おでん9 �7���Vﾃ3B���+�.�,ﾃ#"�ぬ．めり16 �*�,X/���秋　2 みそ汁2 土　2 鼎��
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注：（1）1刺戟語の反応語数120

（2）番号の1′、ノ33は第1日目の刺戟語，34′、ノ66は第2日目の刺戟語，67′一100は第3日目の刺戟語である。連想は

番号順。

ソースが両年度生とも無回答率が1位なのは，こ

のような和名を殆ど使用していないために，知名

度が低いのではないかと考える。61年度生の5位

迄の剃戟語の種頬は，45年度生よりも46年度生と

の方が一致している。すなわち，45年度生とは酢

池ソースとにしんの2種類の一致であるが，46年

度生とは酢油ソース・ささげ・スキムミルク・凍

どうふの4種類が一致している。しかし，無回答

率は46年度生の方が著しく高率（80．0％）で，入

学当初の学生の知識・経験のとぼしさが認められ

る。

4．100種類の刺軟膏の主な反応語とその一致率

68

刺戟語ごとの反応語の種病を，反応語数の多い

方から4位迄示すと，表5のとおりである。61年

度生と45年度生の4位迄の反応語の種類が，どの

程度一致しているかを次式により算出して検討し

た。結果は図2に．示す。

一致率＝了濃紫協商×100
年度の和

国から，一致率は31～80％の範囲に多くみられ

るが，これを50％を境に2分割すると，一致率

0～50％の剣戟語は38種類，51～100％の剣戟語

は62種塀で，一致率はやや高い方に傾いているこ

とが認められる。

つぎに，表5から各剣戟語の4位迄の反応語に



本学食物専攻生の食品イメージの経年変化

なっている。これらはイメージが変化した食品に

なっているが，その理由は様々で，今後更に検討

したい。

1020304050607080901ん）（％）

図2　100種類の刺戟語に対する反応語の一致率

ついて，両年度生の一致率を検討すると，一致率

が最も高い91′一100％の刺戟語は，とうふとビー

ルの2種類で，とうふでは「大豆」「やっこ」「み

そ汁」「白」「たん白質」の反応語（同比率の反応

語があるために数は多い。以下同様）が同一語で

あり，ビールでは「泡」「夏」「ホップ」「にがい」

「ジョッキ」が同一語になっている。また，反応

語の一致率が81〟90％の剣戟語は，あぶらあげ・

トマト・バナナ・レモン・わかめの5種煩で，あ

ぶらあげでは「いなりずし」「きつね」「みそ汁」

「とうふ」トマトでは「赤」「夏」「サラダ」「ジュ

ース」バナナでは「台湾」「南国」「黄」「さる」

レモソでは「すっぱい」「紅茶」「Ⅴ．CJ「黄」わ

かめでは「酢の物」「みそ汁」「海藻」「髪の毛」

が同一語である。これらの刺戟語は16年経過後も

イメージがあまり変化していない食品であるとい

える。

一方，反応語の一致率が0～10％の最低部類の

刺戟語は，粉末ジュースの1種額で，45年度生の

反応語は前述の人工甘味料としての「チクロ」の

他に，「夏」「オレソジ」「着色」「人工甘味料」「渡

辺」であったが，61年度生では「着色料」「まず

い」「オレソジジュース」「水」「遠足」「甘い」で

あり，4位迄の反応語は両年度生すべて異なって

いる。その他　45年度生との間に反応語の一致率

が11～20％の刺戟語は，白飯・レバー・酒・さけ

（魚）の4種類，21～30％の一致率の刺戟語は，

天然ジュース・うどん・スキムミルクの3種類に

以上，本学食物専攻61年度生の100種類の食品

に対するイメージを，前記の4大項目に従って調

査し，これを45年度生の結果と比較検討すると
“調理献立上の用途が全反応語率中最も高率であ

る〝や≠ビールの反応語の泡〝など，イメージを

構成する基本的な事象には，かなり疑似性が認め

られた。しかし，≠塩に対する減塩〝“あじに対す

る室生三の反応語なし〝“たまねぎに対する黒柳

徹子の出現〝のように，経済的・社会的背景やマ

スメディアに大きく影響しているものもあり，こ

れらを有磯的に結びつけた科学的かつ教育的な食

生活指導が重要である。そのためには，指導者自

身が専門である食物関係の知識・技術を研鍵する

ことは勿論のこと，社会学t経済学・教育心理学

など，広範囲な分野にも精通していることが大切

であると考える。

要　約

本学食物専攻昭和31年度入学生40名を対象とし

て，100種類の食品についてイメージ調査を行い，

これを昭和45年度食物専攻入学生（何れも入学後

1年経過）の調査結果と比校検討したところ，つ

ぎのとおりである。

（1）分煉別反応語率の分布状況は両年度生で異

なっている。

（2）反応語率が有意に増加したのは，調理法・

調理食品・加工食品，食べる時磯，味，風味，外

見，個人的噂好，栄養・保健，食品分類，食物の

タイプ，食品部位・動物名，数量の項目である。

（3）逆に，反応語率が有意に低下したのは，組

合せ食品，材料，色，香（臭），鮮度，青ざわり，

衛生，商品名，地区性，季節性，価格，調理配食

用放器，無回答の項目である。

（4）調理献立上の用途の項目は全反応語の43．5
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％でj　分類別反応語中では最も高く，イメージと

の結びつきが強い。この懐向は45年度生と同様で

ある。しかし，反応語には“じゃがいもに対する

ポテトチップスの反応語の増加〝のように，時代

の食嗜好の変化が現れているものもある。

（5）栄養・保健の反応語は7．7％で，45年度生

よりも2．2％高く，その反応語には現代人の健康

志向がでている。すなわち，61年度生では，塩の

反応語が「高血圧」「減塩」「脳卒中」「1日10g

以下」などで，45年度生の反応語である「漬物」

「しょっぱい」「白」などとは異なっている。

（6）45年度生の社会的背景を裏付けていた，粉

末ジュースに対する人工甘味料としての「チク

ロ」の反応語は，61年度生では全くみられない。

（7）45年度生において専門教育の効果を特徴づ

けていた，あじに対する「ぜいご」の反応語（16

％）は，61年度生では1語もなく，魚の下処理調

理の減少が認められる。

（8）61年度生では，たまねぎに対する「黒柳徹

子」さんまに対する「明石家さんま」など，マス

メディアの影響が反応語に多くでている。

（9）無回答の刺戟語の種類は，45年度生よりも

46年度生の方と一致しているが，無回答の比率は

61年度生の方が著しく低年で，1年間の教育効果

が現れている。

70

個100種類の刺戟語の上位4位迄の反応語は，

2分の1強が両年度生で一致している。

餌　反応語の経時的変化（反応語1，2，3の

比率傾向）は，45年度生とかなり類似している。

旭　全般的に考察すると，両年度生のイメージ

にはかなりの類似点もあったが，栄養・衛生など

の項目のように，その時代の社会環境がイメージ

に大きく影響しているものもあり，これらをふま

えた科学的・教育的な食生活指導が重要であると

考える。

おわりに，調査資料の収集と集計にご協力下さ

った，本学食物専政62年度卒業生の安藤千賀子，

酒井はるか，岡崎ひろみ，高地由美，荷物由佳子

氏並びに被検者の方々に深く謝意を表します。
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